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1．はじめに 

近年，温室効果ガスの排出を削減し，実質的な排出量を

ゼロにするカーボンニュートラルが世界的に進められて

いる．この施策を道路分野で進めるため，国土交通省道路

局は，低炭素な人流・物流への転換を取組みの 1 つとし，

自動車，歩行者と分離された走行環境を整備して自転車

の利用促進を図ることを目指している 1)．さらに自転車の

走行環境に関して，「安全で快適な自転車利用環境創出ガ

イドライン」2)が国土交通省と警察庁により制定され，自

転車専用通行帯（以下，自転車レーンとする）などの自転

車走行空間の整備が進められている．歩道上の歩行者の

安全性を確保するためにも，自転車は車道に設置されて

いる自転車レーンを走る必要性を分かりやすく伝えるこ

とが求められていると言える． 

そこで本研究では，自転車レーン走行の必要性をわか

りやすく伝えるものとして，路面表示としてのピクトグ

ラムに着目し，自転車利用者が通行場所を選択するにあ

たって，ピクトグラムの表示がどのような影響を及ぼす

のかを明らかにすることを目的とする．特に本稿では，ピ

クトグラムの要素が及ぼす影響を取り上げる． 

本研究に関連する既住研究として，相知ら 3)は，サイン

形状と注視距離の関係に着目し，路面表示を路線途中に

連続的に設置することが効果的であることを明らかにし

た．しかし，サイン形状に対しての印象評価や，通行場所

の選択に及ぼす影響については示していない．また加来

ら 4)は，被験者の路面着色を見た経験が評価に影響を及ぼ

すことや，路面着色についての印象を向上させるための

要因や環境と視認性の関係性を明らかにしたものの，路

面表示については説明していない．以上を踏まえた本研

究の特徴として，自転車レーンにおける路面表示に着目

し，同一道路に対して種類の違う路面表示をした画像を

使用して，印象についてのアンケート調査を行っている

点，その結果を用いることでどのような路面表示が通行

場所の選択に対して影響を及ぼすかという観点で分析し

ている点があげられる． 

 

2．アンケート調査の内容 

提示画像として，大阪市旭区役所前の道路にある自転

車レーンの写真を加工し，8 パターンの提示画像を作成し

た．自転車レーン上に表示するピクトグラムの要素は 3 種

類の自転車のピクトグラム（自転車の向きが正面，側面横

向き，側面縦向き）と文字表示である． 

アンケートは，68 名の大学生を対象に，オンラインフ

ォームにより 2023 年 12 月 22 日に実施した．内容につい

て，最初に自転車レーンの意味やルールなどの簡単な説

明を行う自転車レーンに関する教示と質問を行った．次

に景観検討マニュアル 5)を参考に「親近感」，「変化感」，

「統一感」，「好み」の 4 つの質問と，通行場所の選択に関

わると考えられる「走りやすいと思うか」，「自転車専用道

として分かりやすいか」，「歩道よりも自転車レーンを走

ろうと思うか」，「仮に自転車レーンを走行したとして，自

動車を怖いと感じるか」の 4 つの質問を追加し，ピクトグ

ラムに関する 8 つの印象を問うた．最後に個人属性とし

て，性別，年齢，自転車保有の有無，自転車の運転頻度，

自動車の運転頻度に関して質問した． 

 

3．分析結果と考察 

(1) 多重比較 

得られた印象の差を評価するため，多重比較法の Tukey

検定を行った．自転車のピクトグラムについて 5％有意を

示したものが 2 つあり，どちらも自転車側面（横向き）の

ピクトグラムに対してであった．四分位数に注目すると

第 2 四分位数は全て同じ値であると見て取れるが，第 1 四

分位数，第 3 四分位数は異なる数値を示している（図-1）．

他のピクトグラムに比べて，自転車側面（横向き）の第 1

四分位数がより 1 に近い数値になっていることから，「走

ろうと思うか」という印象の向上において，最も影響を及

ぼしていると考えられる．さらに「（ピクトグラム）なし」

の第 3 四分位数が他と比べてより 5 に近い数値になって

いることから「走ろうと思うか」という印象の向上に対し

て，自転車のピクトグラムを表示することは効果的であ

ると考えられる． 
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文字表示の有無については 5％有意を示すものがなく，

いずれの四分位数をとっても同じであるため，この分析

においては，文字表示が「走ろうと思うか」の印象にどの

ような影響を及ぼすかは把握できなかった． 

(2) 重回帰分析 

「自転車レーンを走ろうと思うか」という評価に対して，

ピクトグラムの各要素が与える影響を明らかにするため，

「走ろうと思うか」を目的変数とし，自転車，文字の 2 つ

の要素と個人属性を目的変数とした重回帰分析を行った．

結果を表-1 に示す．自由度調整済み決定係数は約 0.05 で

あり，モデルの精度としてはよくないが，本分析において

は説明変数の影響を把握することを目的としたため，こ

の結果を用いて考察を行った． 

自転車のピクトグラムはすべて 5%有意を示しており，

ピクトグラムなしの時に比べて，0.48~0.95 程度「走ろう

と思うか」の評価を高めることから，ピクトグラムの表示

が意味のあるものだといえる．特に側面（横向き）に関し

てみると，約 1 段階分数値が向上しているため，自転車の

ピクトグラムの中で最も「走ろうと思うか」の評価の向上

に寄与していることがわかる． 

文字表示についても 5%有意を示しており，文字を表示

することで 0.87 程度「走ろうと思うか」の評価を高める

ため，文字表示も意味のあるものだといえる．推定値の比

較より，自転車側面（横向き）の数値と比較すると，文字

を表示するよりも自転車のピクトグラム側面（横向き）の

ものを表示させた方がよいこと，他の自転車のピクトグ

ラムを表示するよりも文字を表示させた方がよいことが

考えられる． 

 

4．おわりに 

本研究では，自転車の通行場所の選択にピクトグラム

の表示が及ぼす影響を探るため，アンケート調査により

得られた複数のピクトグラムに対する印象を用いて分析

を行った．要素を分けて多重比較と重回帰分析を行った

ところ，「走ろうと思うか」という印象の向上に対して，

自転車のピクトグラムを表示すること，文字を表示する

ことは効果的であることを示した．また自転車側面（横向

き）のものが最も効果的であり，次いで文字の表示が効果

的であることを明らかにした．すなわち，「歩道よりも自

転車レーンを走ろうと思うか」という問題に対して，ピク

トグラムを表示することは意味のあることであり，ピク

トグラムを表示させる際は，自転車側面（横向き）のピク

トグラムが最も効果的であると考えられる． 

今後の課題として，アンケート調査における画像提示

方法を工夫することがある．連続的に変化する実際の自

転車運転中の視界における評価ができるよう，例えば自

転車シミュレータを用いた検証などを行いたい． 
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図-1 自転車の向きの違いと走りたいかの印象評価 

 
表-1 「走ろうと思うか」を目的変数とした重回帰分析 

（自由度調整済み決定係数＝0.050） 
説説明明変変数数 推推定定値値 P値値 

自転車のピクトグラム

（基準：なし）

側面横 -0.948 0.000*** 
側面縦 -0.706 0.000*** 
正面 -0.485 0.008** 

文字表示（基準：なし） あり -0.868 0.000*** 

性別（基準：男）
女 -0.052 0.764  
回答しない 0.071 0.786  

自転車の運転頻度

（基準：ほとんど毎日）

週 回以上 -0.156 0.467  
週 ， 回 -0.153 0.488  
週 ， 回 -0.145 0.434  
それ以下 -0.084 0.534  

自動車の運転頻度

（基準：ほとんど毎日）

週 回以上 0.388 0.247  
週 ， 回 0.051 0.872  
週 ， 回 0.452 0.075# 
それ以下 0.149 0.536  
免許なし 0.101 0.686  
***p<0.001， **p<0.01， *p<0.05，#p<0.1 
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